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地本は７月８日､ＴＫＰガーデンシティ千葉において｢千葉地本第３３回定期大会｣を開催しました。

主催者挨拶で下村委員長は｢18春闘では組合員の脱退・離脱を生み､不安と動揺､不信・不満を抱かせたことに対し
お詫び申し上げたい。組合員を置き去りにした運動､情勢分析の甘さや労使関係の不勉強など､リーダーの指導性の誤
りであり大敗北。その上で指摘を受け止め､身近な職場環境や労働条件､施策に愚直に取り組み､組織や労使関係の再構
築を目指す｣とし､謝罪・猛省の上で立て直しに向けた決意を表明しました。

代議員からは｢格差ベアを根絶できず､多くの仲間の脱退・離脱で弱体化したことを踏まえれば大敗北だ｣｢本部･地本
の責任は大きい。責任をとるのなら辞任するのではなく､残って組織の立て直しを｣｢本部･地本に不満がある。もっと
職場に入り､組合員の声を聴くべき｣｢来てよかったと思える楽しいレクや､職場改善を地道に行い､労働組合の必要性を
感じてもらうことが重要｣｢工務職場では大半の組合員が労働組合の必要性を感じていない。身近な問題に取り組むべ
き｣ ｢駅の仲間に“乗務員の組合だから”と思わせてしまい悔しい。しかし頑張っている先輩もいる。駅の問題の解決､
特にグリーンスタッフの正社員化実現を取り組む｣ ｢乗務員勤務制度の見直しなどの施策において“安全・健康・ゆと
り・働きがい”の観点が必要だ｣｢“休みはいらねぇ。仲間がほしい！”と､職場集会で集まることに拘ってきた｣ 等､
17名から職場目線での批判や激励､身近な問題の解決､施策への建設的な向き合い方など多くの発言がありました。

千葉地本は､これまでのトップダウンで行ってきた取り組みを猛省・反省した上で｢組合員の利益を第一義とする｣労
働組合主義のもと､レクやサークルを通じて仲間との絆を創り出し､今もＪＲ東労組の旗の下で踏ん張る組合員を大切
にして､信頼を積み上げ､組合員が主役の｢新しいＪＲ東労組｣へと転換する方針を満場一致で決定しました。
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